


































































　『太陽』の記事で指摘する「法華経は誰が書いたのか」という学問的問題を、信仰の立場で捉え直した言葉である。日蓮宗で行われた講演記録であるため、あるいは日蓮宗の機関誌の記事であったために、このような表現になった可能性もあり、そのように踏まえるならば、姉崎は学者として 視点と、高山の友人としての視点とを使い分けていたことになる。つまり、明治三十七年の段階では 姉崎は日蓮聖人 信仰者ではなかったことになろう。しかし、次のような表白も確認できる。




























ただし、日蓮遺文を読む精神において、 「上人の遺書を拝するときは、上人嘗て教主釈尊 我身に宿り給ふ 云へりしが如く、予の罪ある穢れたる小なる肉体にも亦上人の宿り給ふて、人格の光明を発見し得べしと信ずる」と日蓮聖人と感応道交することを言表することばも見 取れる。こ 心境はまさに高山と同じ境界に至ったこ を示している。　
ただし、大乗仏典である法華経に関しては、学者としての視点を変えてはいない。 研究に至った人的要因は















































































仏陀となり、法華経で久遠本覚の如来を顕かにした、やはり一つ 人格に具わっている。これを不合理とせず、釈尊の実語として堅固 信行受持するところに日蓮聖人の布教がある。姉崎は、 『立正安国論』献上から伊豆流罪、そして佐渡流罪に至るまでの の行者自 について、龍口法難二年前に書かれた『法門可被申様之事』を引用して日蓮聖人の心象を紡ぐ。
法華経の行者なければ大菩薩の御すみかをはせざるか。但日本国には日蓮一人計こそ世間
・出世正直の者にては












































































ゴスは、永遠の現在である未来 ために「常住」している。姉崎は、 『妙宗』 掲載された田中智学の論考に裏づけ
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、 「龍ノ口の夜半の風」 「佐渡流罪赦免と身延退隠」 「四條金吾頼基（上）



















































































































































































なし。八寒を感現身。人の心は同禽獣不知主師親。何況仏法の邪正師の善悪は思もよらざるをや。此等は且置之。 （中略）天台伝教は粗釈し給へども弘残之一大事の秘法を此国に初て弘之。日蓮豈非其人乎。 （中略）法已に顕れぬ。前相先代に超過せり。日蓮粗勘之是時の然らしむる故也。経云有四導師一名上行云云。 」
（















後生は必無間地獄に堕べし。いうならば三障四魔必競起るべ とし（知）ぬ。二辺の中にはいうべし 王難等出来の時は退転すべくは一度に思止べ 、と且やすらい（休） 程 宝塔品の六難九易 なり。我等程の小力 者須弥山はなぐとも、我等程の 通の者乾草を負て劫火 はやけずとも、我等程 無智の者恒沙の経々をばよみをぼ とも、法華経は一句一偈末代に持がたしと、とかるゝはこれなるべ 今度強盛の菩提心ををこして退転せじと願しぬ。既に二十余年が間此法門を申に、日々月々年々 難かさなる。少々の難はかずしらず。大事の難四度なり 二度はしばらくをく、王難すでに二度にをよぶ。今度 すでに我身命に及。其上弟子といひ、檀那といひ わづか 聴聞の俗人なんど来て重科 行る謀反なんどの者のごとし。法華経第四云
　
而此経者如来現在猶多怨嫉況滅度後等云云。 （中略）在世猶をしかり、乃至像末














伝教いまだよみ給はず。況余人をや。末 の始のしるし、恐怖 世中の金言のあふゆへに、但日蓮一人これをよめり。 」
（
35）	 『昭和定本』 、七二五～七二九頁。 「日蓮末法に生れて上行菩薩の弘め給べき所の妙法を先立て粗ひろめ、つくりあらはし給べき本門寿量品の古仏たる釈迦仏、迹門宝塔品 時涌出し給ふ多宝仏、涌出品の時出現し給ふ地涌の菩薩等を先作り顕し奉る事、予が分斉にはいみじき事也。 （中略）地涌の菩薩のさきがけ日蓮一人也。地涌の菩薩の数にもや入なまし。若日蓮地涌の菩薩の数に入らば豈日蓮が弟子檀那地涌 流類に非や。経云能窃為一人説法華経乃至一句当知是人則如来使如来所遣行如来事。豈別人の事を説給ならんや。 （中略）いか も今度信心をいたして法華経 行者にてとをり、 が一門となりとをし給べし。日蓮と同意ならば地涌 菩薩たらんか。地涌の菩薩にさだまりなば釈尊久遠の弟子たる事あに疑や。経云我従久遠来教化是等衆とは是也。末法にして妙法蓮華経の五字を弘ん者は男女はきらふべからず、皆地涌 菩薩の出現に非んば唱へがたき題目也。 （中略）多宝仏は半座を分て釈迦如来に奉り給 時 妙法蓮華経 旛をさし顕し、釈迦多宝の二仏大将としてさだめ 事あに つはり るべきや。併ら我等衆生を仏 なさんとの御談合也。 は其座 は住し候はねども、経文を見候にすこしもくもりなし 又其座にもやありけん 凡夫なれば過去を らず。現在は見へて法華経の行者也。又未来は決定と て当詣道場なるべし。過去をも是を以推するに虚空会にもやありつらん。三世各別あるべからず。 （中略）此の如く思ひつづけて候へば流人 れども喜悦はかりなし。うれしき なみだ、つらきにもなみだなり。
































































o.168 （明治四十二年二月十五日） 「法華経及び日蓮上人に対する予の態度」 、一〇
（
54）	 『法華』第四巻（東方出版株式会社、一九七九年） 、八三～一〇〇頁（大正六年第一号） 、及び一八二～一八五頁（同年第二号） 。
（




読の感激と題された記事には、短いコメントながら次のようにある。 「 『最も』といふ比較は困難です、感激といふのも、時の事情により、又種類によつて違ふ事と存じます、たゞ通常の人情といふ点から見て、新尼御前御返事の『故郷の海苔』はいつ むでも涙を催します。 」
（








61）	 『法華』 （昭和十九年八月号） 「余の身延入山」 、 ～二頁。
（
62）	 『昭和定本』では「断簡二七八」 、二九六四頁に同文が確認できる。
　
本論考執筆にあたり、本多日生記念財団の西條義昌氏に資料の提供をいただいた。ここに記して感謝の意を表したい。
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